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複数の解析結果を重ね合わせて表示することができます。 

■操作手順 

1.ポスト処理ナビゲータより通常の手順で固体の温度分布を表示します。 

 

 

 

 

 

 

2.‘流体温度’をMB3でクリックし、 
ポップアップメニューより 
“オーバレイ”を選択します。 

 

 ○ビューポートのカメラが増え、 
 画面では双方が重ね合わさって 
 表示されます。たとえば流体領 
 域のみカット表示することも可能 
 です。 

 

 

 
 

 ○同様の手順で、固体温度と流体 
 速度ベクトルの重ね合わせなども 
 行えます。 

ポスト処理詳細 

オーバーレイ 

固体-流体 温度分布 
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解析の結果数値を表示します。 

■操作手順 

1.ポスト処理ナビゲータより評価 
したい結果を表示します。 

 

 

2.‘ビューポート’のツリーより評価する対象の要素のみチェックを入れて表
示します。 

 

 

 

 

 
 

3.［結果を識別］を選択して、ダイアログを開きます。 

4.評価したい要素、節点を選択します。 

値の取得 

［ツール］ 
→［結果］ 
 →［識別］ 

取得した値が 
表示されます 
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〈節点結果〉〈要素結果〉〈ピック〉の設定により、様々な方法で結果を選択で
きます。 

 ●〈要素結果 ： 結果範囲〉を選択した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●〈節点結果 ： モデルからピック〉および〈ピック ：フィーチャフェース〉 
  を選択した場合 

 

指定した範囲に含まれる要素・節点を可視化します。 

指定したフェース上での値を評価します。 

補足 
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